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 本研究の第 1 章には、上記の研究目的がその背景とともに、記されている。 
















































































































































































































第 6 章の第 2 節は、話題展開における話者間の関係性式についての分析で
ある主な結果としては、母語場面と接触場面 A では同質の関係性が強調され






















































































 最後に第 8 章で本研究の課題をまとめ、今後必要な研究を提示することで
本論文を終えた。主な課題としては、条件統制の方法、他の条件下での研究の
必要性、話題導入及び話題展開以外の観点からの、協働の分析の必要性をあげ
た。 
 
